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本i命文は,高分子微粒子の精密合成が可能な財殿重合法を用いて,スルホン酸詔立を有する各種高分

子微粒子の新たな合成法の開発についてまとめたものである。材殿重合における各種重合条件,ならび

にその後の架橋七刀断反応および官能基再生反応の条件を検討することにより,従来合成が困難であった

低架橋型高分子微粒子に加え,コアーシェル型および中空型高分子微粒子を精窟に合成するための分子

設計法を開発している。さらに,本研究で合成した各種含スルホン酸高分子微粒子を"蚊某的有機反応に

適用し,その"蚊某機能についてのi平f西結果をまとめている。論文は以下の5章から構成されている。

第1章では,本研究の背景として,沈殿重合法および官能譜ヒ高分子微粒子の樹敦について概説する

とともに,高分子微粒子の更なる機能向上には,官能基を有する各種高分子微粒子の精密合成法の開発

が重要であることを述べている。第2章では,沈殿重合法とイ氏架橋イヒ反応および官能基再生屍志を組み

合わせることで,スルホン酸詔立を均一に導入したイ氏架橋型高分子微粒子の合成に成功している。第3

章では,新たに開発した架橋モノマーをシェル層形成に用いることにより,二次*立子の生成を抑制し,

*立子径の均一な含スルホン酸コアーシェル型高分子微粒子の合成に成功している。また,コアーシェル

型高分子微粒子をエステノレイヒ回1ぶの"蚊某として用い,その"蚊某陛能をi平f西している。第4章では,中空

型高分子微粒子の新規合成法を確立するとともに,得られた中空型微粒子触媒がエステノレイヒ反応におい

て高い"蚊黛舌陛を示すことを見出している。第5章では,本研究で得られた成果をk儲舌ナるとともに,

その意義と今後の展望について考察している。

論文内容の要

本ミ兪文は,広い工業的用途を有する含スルホン酸高分子微粒子の新たな合成法の開発に関する研究を

まとめたものである。官能潤ヒ高分子微粒子は塗料・コーティング材料,接着剤・ゴム改質剤,医薬品,

イヒ粧品,分航・分析担体,触媒ならびに電子・情報材料など幅広い分野で利用されており,新たな含ス

ルホン酸高分子微粒子の合成法を確立することは,機能陛材料としての性能を向上につながるものと期

待される。

本研究では,架橋モノマーとしての機能とスルホン酸の保護基としての機能をイ并せ持つ,2つのスル

ホン酸エステノ暗併立を有するスチレンニ量体を新たに合成し,安定斉"を必要とせず単分散高分子微粒子

を得ることができる沈殿重合法を用いて,スルホン酸を有するイ氏架橋型,コアーシェル型および中空型

高分子微粒子の合成法を確立している。まず,架橋高分子微粒子に文ナずる低架橋イヒ卿古と官能基再生反

応を同ーイ丁ネ呈で進行させることにより,含スルホン醐氏架橋高分子微米立子の合成にはじめて成功してい

る。さらに,コアーシェル型高分子榔立子の合成においては,シード材殿重合に架橋モノマーを用いる

ことで二次粒子の生成を大幅に抑制し,粒径の揃ったコアーシェル型微粒子の合成を実現している。加

えて,架橋高分子からなるコアーシェル高分子微粒子において,コア部を鬮尺的に脱架橋することによ

り,含スルホン酸中空型高分子微粒子の新規合成法を開発している。また,重合条件の検討では,モノ

マーの種類およひ旅且成比,全モノマー濃度,開力舗4の種類・濃度,重合溶媒および重合時間などを詳細

に検討し,粒子径,モノマーチ重類・ネ且1戎,スルホン酸含有量,シェル厚を精密に御Ⅱ卸できることを明ら

かにしている。以上の成果から,官能基あるいはその保護基を有する架橋モノマーを沈殿重合法に効果

的に適用することで,官能掛ヒ高分子微粒子の多様な分子設計が可能であることを示した。

さらに,本研究で開発された含スルホン酸高分子桝立子をエステノレイヒ反応における固体醐蚊某として

用い,その"蚊某性能をi平f西した結果,市聴蚊某およひ既報の不均一系固体醐蚊某と比較して優れた"蚊某

活性を示すことを明らかにしている。また,これらの高分子微粒子は,不溶性およひ高い分散性を有す

ることから,フローシステムの連続自動合成プロセスにおける"蚊某担体としての利用に加え,キラル有

機分子"蚊某の高分子担体や分離・分析システムにおける固相材料としても有用であり,医薬品およびそ

の中間体の製造技術の発展に大きく貢献ずることが期待される。

以上により,粍命文は博士(工学)の判立論文に相当するものと判定した。

審査結果の要
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